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校内研修＆研究発表会 

「役割読みをします。ナレーターがいい人？」 
「ナレーターは、〇〇さんです。」 
これは、９月２２日の２年生の授業の一コマです。学習リーダ

ーがみんなに呼びかけ、学習リーダーを中心に役割を決め、国語

「ニャーゴ」の学習を進めていました。低学年ではなかなか難し
い学習リーダー。子どもたちが主体的に学んで、自らの力を高め
ていくには、低学年からその力を付けていくこと大切です。特に
本校は、３年からは複式学級になるため、その力を培っておく 
必要があります。そんな中、日々の積み重ねが実を結び、子ども 
たちが成長していることに、とても感動したところです。       ２年生の授業 
さて、以前も簡単にお伝えしていましたが、本校は大津町教育

委員会の「学力充実・向上」の指定を受け、令和４年度・５年度
の２ヶ年において「国語科」の研究を進めて参りました。特に、
主役である子どもたちが「主体的に学び表現する力を育成するこ
と」に焦点を当て、“書く力”や“発信する力”などを高めながら

“学習リーダーの育成”を図り教育実践をしてきました。 
実際に、これまで１年生と３・４年生、そして特別支援学級（ひ

まわり１及び２）で研究授業を行い、本校での推進事項や改善点 
などを確認したところです。                     校内研修 
 
そして、１０月２０日に大津中学校区の先生方を対象に、これまでの研究の成果を発表し

ます。授業学年は、“２年生”と“５・６年生”となります。特に、５・６年生の授業は、複
式授業で、通常の教室では参観スペースが無いため、体育館に特設の“５・６年教室”を設
営して実施します。子どもたちが体育館の“特設教室”に慣れるように、１０月２日には設
置して、少しずつ授業を通して場慣れするようにしていきます。 
また、発表当日は、指導助言として武藤将司 大津町教育委員会教育指導員（前校長）と

今村 愛 南小国町立中原小学校教頭（前教頭）に指導助言者としてお越しいただきます。
本校のよさを全てご存じの先生方に、多くのご指導とご示唆をいただき、更に研究を深めて
いきたいと考えているところです。 

 

本の貸し出し冊数（４月～８月） 

本年度の本の貸出冊数を調べてみました。すると、昨年度
（R4）より、1 人当たり０．１３冊多く借りていることが
分かりました。読書は、子どもたちの心を育む大切なもので
す。これから、読書の秋になりますので、たくさんの本と出
合って欲しいと思います。 
なお、１０月の貸出数については 11 月にお伝えします。 
 
大津東小ホームページご覧ください！ 
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新しくなりました！鉄棒！ 
 
９月２０日。検査が終わり、新しくなった鉄棒が使用できるように 

なりました。早速昼休みには、子どもたちが先を争って鉄棒を楽しん 
でいました。鉄棒は、他の運動と違い、逆さになる瞬間があります。 
また、自分の体重を上手に支える必要があります。小さい時期に鉄棒 
に触る経験が、後々の技能向上における大きな分かれ目となると言っ 
ても過言ではありません。ピカピカの鉄棒で、たくさん楽しんで欲し 
いと思います。 
 

どう生きていくか？ 
 
今年の夏に、同じようなタイトルの映画を見た方がいらっしゃるかもしれません。 
私はこの夏に、今から８０数年前に書かれた本を読みました。そこでは、中学生の主人公

が、“いじめ”等の現実を知ります。そんなある日、友達と野球の実況中継を模した遊びをし
ます。心から遊び、笑い疲れ、仲間としばらくその辺に寝転ぶのです。お互いに口をきかず
とも、お互いに心地よい空気と瞬間がそこにはあります。真の友達と出合う瞬間です。（何か、
そんな経験をした覚えが私にもあったことを思い出します。） 
更に、叔父さんや友達との関わりから、自分の真理（生き方）を考えていくという内容で

す。この本には、哲学的でいて思想家のよう考え方や言い回しがありますが、何とも懐かし
く私の心にストンと落ちるお話でした。その中での私の主な学びは、次の３点でした。 

 ①（天動説のような）自己中心的な考え方だけで無く、（地動説のような）俯瞰的な視点 
を持って考えることが大切である。 

 ②偉人の言葉や行動を真似るだけでは、「立派そうな人」にしかなれない。自分の経験で
常にその瞬間に何を考えていくかが大切であり、それが自分らしい「立派な人」に近づ
くための術かもしれない。 

 ③人は誰も過ちをおかすことがある。それを認め、改善することが成長である。 

 この本を、あるジャーナリストは、子どもに向けた哲学書であり、道徳の書であると言っ
ています。この本を子どもたちが読むのは多少難しいかもしれません。しかし、そのジャー
ナリストは小学生の時に父親から「読め」と言って与えられ、反発しながら読んでみると思
わずその世界に引き込まれたと言っています。そんな本の大切なエキスを、心に響く大切な
場面を見極めて、これからも子どもたちに伝えていきます。 

学童スポーツクラブ（放課後）    いただきました！ 

「あーっ。おしい！」             【ラグビーボール＆ 
「すごい！バーディー！」             バスケットボール】 
９月１５日の放課後、学童スポーツクラブでは、   三菱地所からラグビーボール１個 

“グランドゴルフ”を楽しんでいました。専用のク  熊本ボルターズからバスケットボー 
ラブでボールを打ち、ホールポスト（ゴール）を目  ル３個寄贈いただきました。それぞ 
指します。クラブを上手に扱い、距離感を確かめな  れ、体育等で有効に活用 
がら楽しんでいました。実に上手に距離感を出す子  していきます。とてもあ 
どもたち。その様子に、思わず感心したところです。 りがたいです。 
ご指導いただいた先生方、大変ありがとうございま 
した。                     【研究助成金】 
 この他に、本校では                大津町退職校長会から、研究助成 
寺子屋や風の子教室等、              金（壱万円）をいただきました。 
放課後の活動が充実し               こちらも、有効に 
ています。他の活動も               活用させていただ 
追ってお知らせします。              きます。ありがと 

            記録も自分たちで！   うございました。 

小学生のうちに、 

たくさん遊ぼう！ 


